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【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｇ   9/055    (2006.01)
   Ｈ０１Ｇ   9/042    (2006.01)
   Ｈ０１Ｇ   9/00     (2006.01)
   Ｂ２２Ｆ   7/04     (2006.01)
   Ｈ０１Ｇ   9/052    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｇ    9/04     ３４６　
   Ｈ０１Ｇ    9/04     ３３１　
   Ｈ０１Ｇ    9/24     　　　Ｂ
   Ｂ２２Ｆ    7/04     　　　Ｅ
   Ｂ２２Ｆ    7/04     　　　Ｄ
   Ｈ０１Ｇ    9/05     　　　Ｋ

【手続補正書】
【提出日】平成29年9月5日(2017.9.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
第１金属を含む金属基材と、第２金属を含み前記金属基材上に形成された多孔質層とを備
え、
前記第２金属は、前記第１金属より融点が高い弁作用金属またはその合金であり、
前記金属基材には、少なくとも前記第１金属と前記第２金属とを含む合金粒子を有するこ
とを特徴とする電極箔。
【請求項２】
前記合金粒子は、前記金属基材の厚さ方向において中心付近よりも、前記多孔質層との界
面近傍に多く存在していることを特徴とする請求項１に記載の電極箔。
【請求項３】
前記第１金属がアルミニウム、またはアルミニウム合金であることを特徴とする請求項１
または２に記載の電極箔。
【請求項４】
前記第２金属がタンタル、またはニオブ、またはタンタルとニオブとの合金、またはチタ
ンと珪素との合金であることを特徴とする請求項１乃至３のいずれかに記載の電極箔。
【請求項５】
前記金属基材内に空孔を有することを特徴とする請求項１乃至４のいずれかに記載の電極
箔。
【請求項６】
請求項１乃至５のいずれかに記載の電極箔を用いた電解コンデンサ。
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【請求項７】
第１金属を含む金属基材の表面に、弁作用金属またはその合金を含む第２金属の粉末を含
む塗料層を形成した後、前記塗料層を焼結することにより前記金属基材の表面に多孔質層
を形成する電極箔の製造方法において、
前記粉末の平均粒径が３００ｎｍ以下であり、
前記塗料層を焼結する温度が５００～８００℃であることを特徴とする電極箔の製造方法
。
【請求項８】
前記塗料層を形成する金属基材の表面が粗面化されていることを特徴とする請求項７に記
載の電極箔の製造方法。
【請求項９】
前記第１金属がアルミニウムであることを特徴とする請求項７または８に記載の電極箔の
製造方法。
【請求項１０】
前記第２金属がタンタルまたはニオブまたはタンタルとニオブの合金であることを特徴と
する請求項７乃至９のいずれかに記載の電極箔の製造方法。
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